
浦安市地区防災View

〜新町編〜

（日の出、明海、高洲地区）

令和５年２⽉

令６年２⽉改訂

危機管理課
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新町地域（日の出・明海・高洲地区）は、昭和47年から着⼯された第2期埋⽴事業で新たに造成されました。浦安の東南に位
置し、超高層住宅群は、街区全体が⽴体的な建築群としてデザインされ、アーバンリゾート⾵のまち並みを演出しています。浦安初
の大学、明海大学があるのもこのエリアです。
海風そよぐ墓地公園をはじめとして、公園や緑地も十分に確保されています。

新町地域は高層マンションが
多数存在しています。マンショ
ンは堅牢な建物となっている
ため、自宅での避難（在宅避
難）にも適した建築構造となっ
ています。地域の災害リスクを
踏まえ、ご自身に適した避難
行動について考えていきましょ
う。

１.地域の概要
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⾃宅の安全が確保で
きる場合は在宅避難も
選択肢の１つです。

２.浦安市における避難の考え方について
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３.避難先の選択
○避難とは、「安全を確保すること」であって、「避難所に⾏くこと」だけではありません。
○ハザードマップなどで、事前に⾃宅周辺の災害リスクやとるべき避難⾏動を確認し、ご家族などで避難先について⼗分話し合いをしましょう。

分散避難の例

②安全な親戚・知⼈宅への避難

③避難所への避難

①⾃宅の２階などへの在宅避難

④ホテル等への避難

※⾃宅の安全が確保できたら、在宅避難を優先しましょう。
※避難する際、移動する道に危険がないか事前
確認をしましょう。
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風水害編

１.浦安市のハザードマップについて

２.浦安市における浸水履歴

３.江戸川洪水ハザードマップについて

４.小規模河川洪水ハザードマップについて

５.内水氾濫（内水ハザードマップ）について

６.高潮浸水想定について

７.風水害への備えについて

８.避難行動について
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１.浦安市のハザードマップについて

市では現在、洪水、高潮、内水の３種類のハザードマップがあります。

このうち、洪水ハザードマップ及び高潮ハザードマップは水防法第１５条３項に基づいて作成したもの
であり、内水ハザードマップは水防法に基づいていない浦安市独自で作成したものとなっています。

https://www.city.urayasu.lg.jp/todokede/anzen/bousai/1030669/1002110.htmlハザードマップ種類 策定状況（浦安市） 水防法に基づくか

洪水(江戸川・境川・見
明川・猫実川・堀江川)

○ ○

高潮 ○ ○

内水 ○ ✕

津波 ✕ ✕

土砂災害 ✕ ✕
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浦安市水害ハ
ザードマップは市
ホームページで
公開しています。



２.浦安市における浸⽔履歴（※浦安市⾬⽔管理総合計画より抜粋）
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※道路冠水の実績のみ。
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●江⼾川破堤後、約１３時間で

浸水区域が浦安市に到達

（新町地域については区域外）

●概ね４４時間前後に浸水が最大

●市内で最大２．８ｍの浸水

●市内で4⽇程度の浸水継続

凡

例

浸水継続時間

１２時間

２４時間（１日）

７２時間（３日）

１６８時間（１週間）

４.江⼾川洪⽔ハザードマップについて
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【浦安市洪水ハザードマップ(江⼾川)】
この地図は、想定最⼤規模の⼤⾬が利根川上流域に降り、江⼾川が増⽔し、江⼾川放⽔路が氾濫した場合の浸⽔の状況をシュミレー
ションにより予測した洪水浸水想定です。
・想定⾬量（想定最⼤規模）７２時間総⾬量491ｍｍ（利根川流域、⼋⽃島（群⾺県伊勢崎市）上流域）
・浸水想定区域（想定最大規模）最大浸水深２.８ｍ
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洪水ハザードマップについては、主に元町
地域での広範囲で浸水する予測となって
います。
新町地域については浸水想定区域外と
なっていますが、風水害時には、早めの避
難が⼤切です。
早めに安全な場所（⾃宅の安全を確保
し２階以上へ在宅避難。在宅避難が困
難な場合は、安全な親戚・知⼈宅若しく
は待避所、指定避難所へ）に避難しま
しょう。
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４.小規模河川ハザードマップについて

境川・⾒明川・猫実川・堀江川
24時間⾬量690ｍｍ

想
定
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新町地域は⼩規模河川の氾濫による浸
水被害の可能性は比較的低いとされてい
ますが、風水害時には、早めの避難が大
切です。
早めに安全な場所（⾃宅の安全を確保
し２階以上へ在宅避難。在宅避難が困
難な場合は、安全な親戚・知⼈宅若しく
は待避所、指定避難所へ）に避難しま
しょう。

【新町地域の浸水予測】



市内随所で下水道雨水管から浸水
元町＞中町＞新町の順で被害大
大部分は５０ｃｍ以下
ところにより１ｍ以上

１時間最大１１４ｍｍ
総⾬量５３２ｍｍの降⾬
（平成１２年の東海豪⾬）

※朔望平均満潮位

想

定

凡

例

浸水深２０ｃｍ未満

浸⽔深２０〜５０ｃｍ

浸⽔深５０ｃｍ〜１ｍ

浸⽔深１〜２ｍ

５.内⽔氾濫（内⽔ハザードマップについて）
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この⾼潮浸⽔想定区域図は、千葉県が⽔防法の規定に基づき、想定し得る最⼤規模の⾼潮による氾濫が、海岸や河川から発
生した場合において浸水が想定される区域での、浸水深を示したマップです。お住い地域の被害想定について確認し、本図を参
考に高潮に備えましょう。

６.高潮浸水想定について
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台⾵の中⼼気圧︓910hPa
(昭和９年9⽉室⼾台⾵クラス)
台⾵の移動速度︓73㎞/h
(昭和34年9月伊勢湾台風クラス)

想

定

本想定は発生頻度が1000年～
5000年に一度であり、最悪のケー
スを想定したものになります。



台風や低気圧が通過するとき、潮
位が大きく上昇することがあり、こ
れを「高潮」といいます。
浦安市内の高潮浸水想定区域
は、元町の一部が、中町・新町に
比べて最大浸水深が深くなってい
ます。

新町地域は、高潮浸水想定区域（０ｍ以
上５ｍ未満）に入るんですね。いざという時に
備えないといけない地区だから、非常用持出
袋など、必要な災害対策用品を準備しておく
必要がありますね。
⽇ごろから災害時の避難⾏動について考えて
おきましょう。
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【新町地域の浸水予測】



【平常時からの対策】
・屋根の補強 ・飛ばされそうな物は移動または固定 ・窓ガラスの補強 ・側溝や排水溝の清掃

【停電や断水の対策】
・懐中電灯や飲料⽔の準備

【浸水が想定される場合】
・家財道具や貴重品などは高い場所へ移動
・子どもや高齢者、病人などは早めに安全な場所へ避難しましょう

【避難時に必要になるもの】
○⾷料 ○水 ○モバイルバッテリー ○タオル ○ウエットティッシュ ○衛生用品
○現⾦ ○身分証明書 ○マスク ○アルコール消毒液 ○体温計など

【風水害時の待避所について】
市では⾵⽔害時に住⺠が⾃⼰の判断で待避する「待避所」を設けています。ただし、
開設は市が決定した後となりますので、開設する場合は、市ホームページなどでお知ら
せします。
災害発⽣後に⽣活の場として開設する「指定避難所」とは運営主体やルールが異な
りますのでご注意ください。
なお、「待避所」では、原則として⾷料・飲料⽔や⽇⽤品の提供は⾏わないので、避
難中に必要なものは、避難者が用意することとなります。

７.風水害への備えについて
【近隣の待避所】

※災害の状況に応じて開設する施設は変動します。

１次待避所

⾼州公⺠館

２次待避所

日の出小学校

日の出中学校

日の出南小学校

明海小学校

明海南小学校・明海中学校

明海大学浦安キャンパス

了徳寺⼤学浦安キャンパス

高州小学校

⾼州北⼩学校

東京学館浦安高等学校・中学校

順天堂⼤学医療看護学部浦安キャンパス

高州中学校
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【避難⾏動判定フロー】

避難⾏動判定フローとは⽔害ハザードマップとあわせて確認
することにより、居住する地域の災害リスクや住宅の条件等
を考慮したうえでとるべき避難⾏動や適切な避難先を判断
できるようにしたものです。
⽔害ハザードマップを⽤いて、ご⾃⾝の⾃宅の⽔害リスクと避
難⾏動の⽬安を事前にチェックしておきましょう。

【避難⾏動要⽀援者への⽀援】

市では災害時における避難⾏動要⽀援者への⽀援を適切
かつ円滑に実施するため、「浦安市避難⾏動要⽀援者避
難支援プラン（全体計画）」を作成しています。
⾃⼒で迅速な避難⾏動をとることが困難な避難⾏動要⽀
援者への避難⽀援対策について、⾃助・地域（近隣）の
共助および⾏政機関による公助と連携して避難⾏動要⽀
援者の避難支援体制の整備を図るなど、基本的な考え方
や進め方を明らかにするものです。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
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避難⾏動判定フロー
８.避難⾏動について



【マイタイムラインの作成】

マイタイムラインとは風水害時の発生に備えて、自分や家族
のとるべき⾏動（「いつ」「誰が」「何をするのか」）を時系列
に整理した『個人の防災計画』のことです。
避難開始までの⾏動・避難のタイミング・避難にかかる時間
をあらかじめ考えておくことで、自らの命を守る指針となります。
詳細は国交省のホームページを参照していただき、災害に備
えましょう。

●作成の流れ
①浦安市水害ハザードマップで浸水リスクを確認しましょう

②情報収集方法を確認しましょう
○浦安市公式ホームページ ○防災⾏政無線
○浦安市公式LINE・メール・Twitter
○その他、テレビ・ラジオなど

③避難する場所を確認しましょう

国交省関東地⽅整備局ホームページ「マイタイムライン」
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/tisiki/syozaiti/mytimeline/index.html
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震災編
１.想定される地震の概要

２.地震への備えについて
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地震名 震源地 最大震度 浦安市震度 発生確率 浦安市の津波

首都直下地震
(都心南部直下)

大田区付近 震度７ ６強

３０年以内
７０％

１ｍ以下

南海トラフ地震
静岡県沖（東海）

紀伊半島沖（東南海）
高知県沖（南海）

震度７ ５強 ３ｍ以下

浦安市直下地震 浦安市付近 震度７ １ｍ以下

※参考

東日本大震災 三陸沖 震度７ 震度５強 ー ２．１ｍ

１.想定される地震の概要
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浦安直下地震被害想定

人的被害
（冬5時）

死者数 重篤者数 重傷者数 中等症者数 要救助者数

249人 80人 320人 1,607人 1,483人

建物被害 建物数等 全壊棟数 半壊棟数

棟 数 １８,672棟 ３,４３６棟 ４,０８１棟

（注）
●浦安市地域防災計画より抜粋
●被害は季節、時間帯により変動

上記のほか、市内全域で液状化現象の可能性
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震度６強

震度７

【浦安市直下で発⽣するマグニチュード７クラスの地震を想定した震度分布図】
・浦安市直下地震
震源を浦安市直下5.1ｋｍ、マグニチュードを7.1に設定（平成25年⾸都直下地震モデル
検討会（中央防災会議）の公表を参考に設定）

【内陸直下型地震（レベル２）による液状化危険度分布図】
（平成23年度浦安市液状化対策技術検討調査）
地盤調査結果を基に浦安地域の地盤をモデル化した上で、内陸直下地震による「地震
動や液状化の影響の程度」を計算したものです。

液状化の影響が大きい

液状化の影響が小さい
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【地震発⽣時の避難⾏動】
指定避難所は災害によって⾃宅が倒壊するなど、住居を失った市⺠の⼀時的な避難⽣活を
⾏う場所です。また、地域の⽣活の⽀援拠点となる施設です。
安全が確保されている⾃宅の場合、できるだけ⾃宅に留まり、⾃分で⽣活することが原則です。

２.地震への備えについて

【身の回りの備え】
・家具類を転倒防⽌⾦具などで固定する。
・ガラスにテープを貼り、飛散防止。
・重い物は下の方に収納し、重心を低くして安全を確保する。
・家屋や塀は倒れないよう補強しておく。
・スニーカーや懐中電灯などを身近に準備しておく。

【避難⾏動に関する備え】
・お互いの安否確認の方法などを家族で話し合っておく。
・地域の危険な場所、及び近隣の避難所を把握しておく。
・職場などで被災した場合の帰宅経路を把握しておく。
・情報収集方法を確認しておく
○浦安市公式ホームページ ○防災⾏政無線
○浦安市公式LINE・メール・Twitter
○その他、テレビ・ラジオなど

近隣の指定避難所

（自宅が倒壊するなどして住居を失っ
た人が生活する場所）

日の出小学校

日の出中学校

日の出南小学校

明海小学校

明海南小学校・明海中学校

明海大学浦安キャンパス

了徳寺⼤学浦安キャンパス

高州小学校

⾼州北⼩学校

東京学館浦安高等学校・中学校

順天堂⼤学医療看護学部浦安キャンパス

高州中学校
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